
リレーションシップ・マーケティング　岡山武史著　より

ダスキン中央のお客様であった方が、

パート・ハーティ（業務委託） ,　社員、中間管理職、

幹部（人教育部長）に昇進、成長されていく事例が大学の

マーケティングの基礎の教科書に取り上げられています。
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第 12 章 価値観創造とリレーションシップ 

….一方で,個人や組織で価値観学習を長期間継続し, それに関わる社外・社内の研修
よりもたらされるものに,各個人や組織全体の 目的やビジョン,そしてそこから生ま
れる「使命観」がある。又,価値観学習 による「当事者意識」と「使命観」を持つ
ことができ積極的に行動実践する社 員には,それ相応の地位と裁量権が与えられ
る。ダスキン中央（DCI) の人事教育担当者であ る G 氏も価値観学習を行なってき
た一人であり,実は彼女も元々は前述の A 氏と同じく,お客様からはじまり,ハーティ,

社員,中間管理職を経て,現在 幹部へと上昇した人材である。 

DCI 社員の G 氏は,最近行なった個人のビジョン(目的)策定合宿で自身の「こ れま
での価値観の変化」を振り返ってこう語っている。 

相手を恨みながら生きていく事をせずに,自分の責任を自覚して前を向 いて生きて
これたのは価値観の歪みを目の当たりにするきっかけがあり, その意味を価値観学
習で少なからず自分を説得できる物差しを見つける事 が出来たからです。 

  しかし当初は,他の人を批判「もっとこうしてくれたら・・」とか「あ
 の人のせいで・・・」とか環境や人のせいにしてばかりでした。
  そこには自分は正しい,間違っていないという前提があり,この考え方
 のみに支配されていました。
  主体性のない利己的な自分。深く物を考えず,いかに楽をして幸せに過
 ごす事ができるかという短絡的な自分でありました。

多くの中で出逢いがありましたが人を見極める力,人を信じる力,人を 許す力,すべて
人間の価値観の力だと思います。
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これまで家庭市場部という,それぞれの年齢も環境も違う主に主婦の方達の 中での
活動や,ミーティングの中で相談を受ける事が多くありました。その時 に相手は自
分であると捉え,相手の立場で相手の心に寄り添って素直に聞くと いうことが,少な
からず実践できたことも大きな成果だと思います。

「何」と 出逢うか。出逢いを素直に受けとめ「感謝」できるかが人生を大きく左
右する ものではないかと思います。「ダスキン中央に出逢った事から全てが変
わった。」 と G 氏は語った。ダスキン中央の価値観学習が今後も期待される。 
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